
第６期恵庭市総合計画 分野別まちづくりワークショップ
保健・医療・福祉・スポーツ分野

日時︓令和６年８月２３日（金）10︓00〜12︓00
場所︓恵庭市民会館 大会議室

恵庭市を取り巻く環境について共有を行い、各分野の「恵庭らしさと、１０年後のまちについて」、
「１０年後のまちにむけて私達ができること」、「持続可能なまちのために」をテーマとし、
ワークショップを行いました。２２名の市内各種団体の皆様にご参加いただきました。

１



Ａグループ ・恵庭は、札幌が近く、災害が少なく、
子育てがしやすく、住みやすいまち

・１０年後について考えると気持ちの上
でのバリアフリーがもっと広がると
いい、障がい者への理解がもっと
広がればいい。助け合い、支え合いが
広がるまち、地域で困っていることが
あれば、助けてほしいことを気軽に
話ができるようになるといい

・子どもから高齢者まで、幅広い世代に
おいてスポーツがしやすいまちに
なればいい

・それぞれの分野においてしっかり役割
を果たし、活動を継続できるように
していくには、行政からの支援も必要

・高齢者、障がい者が抱える課題を我が
事として考えていかなければならない。
日常的な情報の提供の仕組みづくりが
必要

・情報を広く市民に周知できるように
していく必要がある

・様々な活動を継続していく為には、
後継者育成が必要。日常的に関係性を
築きながら、徐々に後継者になって
もらう

・障がい者、高齢者、子どもは、各分野
で支援する施設やサービスがあるが、
バラバラではなく、子どもから高齢者
まで安心して住み続けられるような
施設があるといい ２



Ｂグループ ・助けを必要なときに受け止めてくれる
場所があるということが大事である。
情報をしっかりと共有できるように
しておくことが必要で、また、誰でも
情報を受け止めやすいようにする

・健康づくりも大事で、スポーツが
しやすい環境づくりがあるとよい

・病院に行く際のバスが利用しやすく
なるといい

・市民同士のコミュニケーションをより
一層図っていくことも大事で、まずは
挨拶からはじめてコミュニケーション
を深めていく。市民同士の情報共有も
必要である

・見回りしたり、様々な取組に関する
活動の情報も共有できるといい

・情報を共有し、気軽に相談できたり、
つながりを持てるようになっていくと
よい

・少子高齢化が進んでいるので、様々な
活動の後継者の育成が重要

・安心して子どもが産める環境も大切。
医療機関も充実してほしいし、医者が
恵庭で開業したいと思ってもらえる
ようになるといい

・SNS等は視覚情報が多いが、
視覚障がいのある方もいるので、音声
でも情報を取れるようラジオ等での
情報発信の充実も大事
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Ｃグループ
・子どもがスマホにおぼれているのではないか。子どものスマホ依存問題
を見直していく必要がある

・市民にはもっとスポーツをしてほしい、体を動かしてほしい、やはり
健康づくりが大事である

・中学校から部活がなくなったのではといった話も聞くので、何らかの
対応が必要で、例えばもっとプール等が使えるようになればいい

・引きこもりの若者は結構いて、長年見守りを続けている方もいるが、
今後も必要である

・１０年後に向けて、また持続可能なまちづくりの為には、まずは、
誰に対しても優しいまちであってほしいというのが皆からの共通する
意見だった

・市民が理解し合うためには、情報を発信し続けることが必要である。
例えば、小さい時から自然に関わってもらえるような教育、発達障がい
のあるお子さんと向き合ったり、支援するため、理解し合うための
情報発信等も必要である。また、それを続けていくことも大事である。
さらには、子どもだけではなく、高齢者、外国人に必要な情報発信も
必要。高齢者に対しては、例えば介護予防について話をするので
来てくださいといっても、なかなか自分が高齢者であることを認めたく
ない人も多く、結果来ないので、視点を変えた勉強会を開催する等、
やり方に工夫が必要である

・楽しいと感じる居場所づくりも大事である。子ども、若者、高齢者、
障がいのある方等、色々な方が来れるような多様性のある居場所が
あったらよい

・高齢者は働ける間はボランティアをし、高齢者と若者が隔たりなく
生活できるような場所づくり等も大事である ４



まとめ ＜恵庭らしさと10年後のまち＞
・キーワードとしてあげられたのは、「情報共有」
「医療の充実」「アクセス」「スポーツ施設」
「子育てしやすい」「住みやすい」「誰に対して
も優しい」「多様性理解」であった

・３つのグループから共通したキーワードが「情報
共有」だった。情報といっても色々あり、例えば、
こういった情報はSNSで発信し、充実をはかる
ということでもいいが、音声での発信も忘れずに
行った方がよいとの話があった。また、それぞれ
の活動を知ってもらう為に必要な情報発信、暮ら
しに関わる情報発信の必要性についても意見が
あげられた

＜１０年後のまちに向けて私達ができること＞
・キーワードとしてあげられたのは、「コミュ
ニケーション」「コミュニティ」「無人化の
サポート」 「自分事」「多世代交流」であった

・市民同士のつながりを持てるようコミュニケー
ションをはかり、様々な世代の方と交流すること
も必要であるとの意見等があげられた

＜持続可能なまちのために＞
・キーワードとしてあげられたのは、「人材育成」
「活動の継続」「お金」「支援」「組織の集約」
「全市民が活躍する恵庭」であった
・持続可能なまちとする為、また若者に今後活躍
してもらう為には人材育成が必要である。これ
までの様々な活動も継続していけるようにしな
ければならないということ、その他、多数ある
似たような組織は、少子高齢化や人材不足の現状
をふまえて集約するといった見直しも必要との話
もあった。なお、様々な活動を続けていくために
はやはりお金が大事という話もあった

・全市民が活躍するまちにしていくことが必要で
あるとの意見があげられた ５


